
令和７年３月７日

自治会長 各位

渋川市長 髙 木 勉

（市民環境部市民協働推進課）

（公 印 省 略）

「自治会長懇談会」実施結果の送付について（通知）

日頃より、自治会活動に御尽力賜り、心より感謝申し上げます。

昨年１０月から１１月にかけて各地区で実施いたしました「自治会長懇談会」では、

お忙しいところ御参加いただき、誠にありがとうございました。

このたび、各地区懇談会の実施結果がまとまりましたので、別紙のとおりお送りい

たします。

御不明な点などございましたら、下記担当まで御連絡くださいますようお願いいた

します。

担当：市民環境部 市民協働推進課

自治活動支援・市民交流係 新保

（市役所本庁舎２階）

電話 ２２－２４６３（直通）



１ 令和６年１０月２３日（水）

午後６時００分　～　午後７時４０分

２ 市役所第二庁舎２０２会議室

３

（自治会関係）

（市当局）

４ 自治会長からの意見等

別紙のとおり

自治会長懇談会（金島地区）　実施結果

開催日時

開催場所

出 席 者

№ 自治会名 職名等 氏　名 備考

１ 阿久津自治会 会長 堀地　正明

２ 金井南町自治会 会長 吉田　　久

３ 金井本町自治会 会長 田中　登志男

４ 金井南牧自治会 会長 千明　富美男

５ 川島自治会 会長 萩原　　進

６ 祖母島自治会 会長 関川　　講

７ 上村自治会 会長 福島　正彦

８ りんごの里自治会 会長 荻野　　弘

９ 国町自治会 会長 笹原　　浩

№ 部局名等 職名等 氏　名 備考

１ 渋川市長 髙木　　勉

２ 副市長 伊勢　久美子
公務のため
欠席

３ 総合戦略部 部長 鴻田　吉史

４ 総務部 部長 星野　幸也

５ 情報防災部 部長 萩原　義人

６ 市民環境部 部長 田中　　良

７ 福祉部 部長 生方　清三郎

８ 育都推進部 部長 角田　義孝

９ 産業観光部 部長 金井　裕昭

１０ 建設交通部 部長 柴崎　憲一

１１ 上下水道局 局長 木村　裕邦

１２ 教育部 部長 斉藤　章吉

１４ 市民環境部市民協働推進課 課長 小野　宏仲

１５
市民環境部市民協働推進課
　自治活動支援・市民交流係

統括主幹 南雲　　高
公務のため
欠席

１６
市民環境部市民協働推進課
　自治活動支援・市民交流係

主幹 新保　　悟

１７
市民環境部市民協働推進課
　自治活動支援・市民交流係

主事 石井　千智



自治会長からの意見・要望等

№ 自治会長からの意見・要望等 市からの回答等

(発言者) 金井南町自治会長（吉田） (回答者) 市民環境部長

(環境森林課課への照会結果)

(発言者) りんごの里自治会長（荻野）(回答者) 市民環境部長

(環境森林課課への照会結果)

・回収車の火災対策として取り組んで
います。集積所にそのまま置いてある
ものは、環境森林課へ連絡もらえれば
回収いたします。コンテナの件は持ち
帰って検討いたします。

・ごみカレンダーにより分別方法を周
知しています。出前講座なども行って
おりますので、これからも引き続きＰ
Ｒにつとめます。

・11/11　自治会長に連絡し次のとお
り説明し対応終了
　可燃、不燃ごみと同様に「違反ごみ
シール」に回収できない理由を記載す
ることになっていましたが、改めて回
収業者へ記載するよう依頼しました。

１

・スプレー缶の回収方法
　ごみ回収時にスプレー缶のみを袋に
入れることになっているが、入れる人
ばかりでは無いので混入しているもの
はそのまま回収されないことが多い。
ビンのようにコンテナに入れることは
出来ないか

・11/11　自治会長に連絡し次のとお
り説明し対応終了
　ガラスビン等のコンテナで回収され
たものは、リサイクルし、不燃物で処
理するスプレー缶と搬入先が異なる等
のことから、同一での回収ができませ
ん。今後もごみ出しルールや分別方法
等広報紙やホームページで周知を行い
ます。
　なお、環境美化推進協議会の子持地
区や北橘地区、渋川地区の一部におい
て、不燃物の回収日にスプレー用のコ
ンテナやごみ袋などの設置している所
や、自治会館等で回収して集まった
ら、袋に入れて排出していただいてい
るところもあります。

２

・プラスチックごみについて
　袋に混ざっていると回収されない。
その苦情が自治会へ来てしまう。回収
できない理由を燃えないごみのように
明示することはできないのか



(発言者) 金井南町自治会長（吉田） (回答者) 市民環境部長

(環境森林課課への照会結果)

(発言者) 川島自治会長（萩原） (回答者) 市民環境部長

(環境森林課課への照会結果)

(発言者) 金井南牧自治会長（千明） (回答者) 福祉部長

(回答者) 市長

・市に連絡いただければ回収いたしま
す。

・11/11　自治会長に連絡し次のとお
り説明し対応終了
　ごみ出しルールや分別方法等の指
導、啓発看板の設置及び回覧板での周
知等について、環境美化推進協議会渋
川地区の支部にご協力をお願いすると
ともに、広報紙やホームページで周知
を行います。

・来年度に向けて、地域ごとに多い言
語のごみカレンダーの作成を考えてい
ます。できあがったところでご案内さ
せてもらいます

・そういった方がいることに気づくこ
とが大事です。地域で解決できない場
合には地域包括支援センターもあるの
で、市へ情報いただければできる限り
対応していきたい。

３

・町内ではない人が、袋にビンでも何
でも入れて、置いて行ってしまう

４

・ごみ集積所の他言語表記
　外国籍の人にも分かるよう集積所の
表記を外国語表記にすることは可能か

・11/11　自治会長に連絡し次のとお
り説明し対応終了
　ごみ集積所の限られたスペースで、
多くの言語に対応することはできない
ことから、転入時に窓口に来庁される
方には、ごみの出し方の説明をしてい
ます。今後は多言語のごみカレンダー
を作成し配布したいと考えています。

５

・独居老人で自治会を抜けた人だが、
ボランティアが見守りしている。今年
は草が繁茂し家まで行けなくなった。
　地域のことが地域で出来なくなって
きている。地域社会が守れなくなって
きてる。地域のあり方を見直す時期に
来ているのかもしれない。自治会長と
しては強制はできないので「無理なく
さりげなく」と伝えている

・地域共同体の根幹に関わる話であり
ます。今は悪い方向に向かっている傾
向にある。いざ災害や家族構成が変
わった時など一人では生きていけな
い。そういったことを理解してもらわ
なければならない時代になってきてい
る。自治会は大事だと考えています、
共同作業ができない人も含めて一つの
コミュニティを作っていただくよう市
としても進めていきたいと思っていま
す。



(発言者) 国町自治会長（笹原） (回答者) 教育部長

(発言者) 国町自治会長（笹原） (回答者) 産業観光部長

(農政課への照会結果)

(回答者) 市民環境部長

・空き家は法律に基づき地目変更し、
まるまるとります。

６

・公民館区と学校区が異なっている問
題。昨年度の懇談会で今年度結果を示
すと回答があった。どんな状況になっ
ているのか
　コミュニティスクールを進めるとい
いながらダブルスタンダード。そうこ
うしている内に子どもがいなくなって
しまう。もう少し早めに結論を出して
いただきたい。

・一定の方向性は出来ているところだ
が、学校の統廃合のところも考えなが
ら進めなければならず、もう少しお待
ちいただきたい。
　なるべく早く実現できるよう取り組
んでいきます。

７

・耕作放棄地
　農地の流動化、貸し出すなど市で独
自に取り組む考えがあるか

　地目変更は考えているか。税金が上
がるなら対応するということもあるの
ではないか

・遊休放棄地、渋川だけの問題ではな
い。農業委員会事務局でも毎日対応し
ているような状況。市でもマッチング
しているが上手くいっていない。所有
者のいない土地が一番問題となってい
る。
　課税を変えるというのは大きな効果
が見込める。市としても検討したい。

・農業従事者の高齢化、従事者の減少
から放棄地は増加している。
　市としては、中間管理機構による
マッチング、遊休農地の再生活動を行
う団体への補助などを実施し取り組ん
でいるが、なかなか成果が出ていな
い。また、今年度からは、荒廃農地再
生への補助を開始した。



(発言者) 祖母島自治会長（関川） (回答者) 市民環境部長

(環境森林課への照会結果)

(発言者) 金井本町自治会長（田中） (回答者) 建設交通部長

(土木管理課への照会結果)

(発言者) 川島自治会長（萩原） (回答者) 建設交通部長

(土木維持課への照会結果)

・スズメバチについては個人宅であれ
ば補助金があります。神社等の場合は
氏子等で速やかに対応をお願いしま
す。

・逆川は一級河川なので県の管轄で
す。市も言ってもなかなか動いてもら
えず歯がゆい思いをしている。県へ強
く伝えることで対応したい

10/22　現地確認
10/24　一級河川であるため、渋川土
木事務所工務第一係長に懇談会の内容
を申し送り
10/24　自治会長に渋川土木に申し送
りした旨、報告

・有馬の南部幹線のところにはある
が、金島地区に用意が出来ていない現
状ではあります。

・県有地を借用し、置き場を確保しま
した。改めて場所等はお知らせしま
す。

８

・スズメバチ対応
　祖母島のバス停付近でスクールバス
に乗る児童が危ないので自治会で対応
するよう金島小学校長から電話があっ
た。そのときは見つからなかったが、
秋祭りの際に蜂の巣を発見した。個人
宅でないところの蜂の巣の対応はどの
ようにしたら良いのか 11/11　自治会長に連絡し次のとおり

説明し対応終了
　スズメバチの巣の駆除については、
土地所有者又は建物の管理者に行って
いただいております。個人宅でない市
有地等でありましたら、市民協働推進
課、環境森林課にご連絡ください。こ
ちらで担当課に連絡します。
　なお、本市において、事業所以外の
個人に対して、スズメバチに限定して
いますが、巣の駆除費の一部を補助し
ています。

９

・河川の対応について
　アメヒトが大発生し、自治会でも消
毒を行った。逆川の吾妻線対岸にある
木へ動噴では届かず、木の伐採を土木
事務所へ相談に行ったが、対応順位が
低く出来ないと言われてしまった。市
でなんとか出来ないか

１０

・道路清掃後のもって行き先につい
て、どこか目途が立ったのか



(発言者) 上村自治会長（福島） (回答者) 建設交通部長

(土木維持課への照会結果)

(発言者) 金井南牧自治会長（千明） (回答者) 情報防災部長

(危機管理室への照会結果)

・具体的な路線を確認して対応してい
きたい

・現場班により市道の除草を実施し
た。

・避難所の設営と運営、避難タイムラ
インの確認、この2点が大きな目的で
した。
　まさに我々のねらいどおり。ブライ
ンド方式でやっている成果だと思って
います。これを改善点として取り組ん
でいきます。

１１

・市道の除草
　中野と神田原の主要道路500ｍにつ
いて、年2回除草してはいるが、かな
り伸びてしまっていて草刈り機で対応
できないので助けて欲しい
　側溝の蓋も検討して欲しい。8月に
要望で出したが無理だと言われた

１２

・10/6の避難訓練について
　参加者が多かったが、参加してみて
主旨が分からなかった。受付して自治
会ごとにエリアが区切られて案内され
るまでだった。
　一度やっただけではなく、継続する
ことに意味があると思う。今後も続け
てもらえるのか

川島自治会長
・まさにその通り。もう少しあっても
良かったかなとも思います
　いずれにしても訓練は大事だと考え
ています

・避難訓練に参加した方からは、「避
難所の感じが分かったのでまず第一歩
だと思う」、「多くの方に参加しても
らいたい」、「このような行事を継続
して、市民の防災意識を高めるように
してほしい」など、様々な意見をいた
だいています。
　災害時を想定した避難訓練の実施方
法や内容については、参加していただ
いた全員の方が「良かった」と思える
ような訓練内容となるよう、今後検討
します。
　また、今後については、地域におけ
る互いの支援や共助の活動内容を記載
した、地区防災計画の作成について検
討していただければと思います。



(発言者) 川島自治会長（萩原） (回答者) 総務部長

(財産活用課への照会結果)

(発言者) りんごの里自治会長（荻野）(回答者) 市民環境部長

(市民協働推進課への照会結果)

・まだ現在のところ庁内で調整してい
る状況です。具体的には教育部局に対
し、市長部局へ業務を移管した場合ど
うなるか意見を確認しているところで
す。

・今年度は自治会長から同意書をいた
だいて個人情報を提供してるものにな
ります。市からの依頼のワンストップ
化の際にはご意見を活かしていきま
す。

・基本的には自宅の電話番号を教えて
いますが、登録の際に携帯電話を指定
されている方以外は携帯番号を教える
ことはありません。怪しい業者などの
場合には、一旦自治会長へ確認の電話
を入れてから提供しております。

１３

・公民館と行政センターのあり方
　今後どういったことになってくのか
話を聞きたい

・現在、公民館と行政センターの統合
に向け、庁内で調整を進めており、教
育委員会には、公民館等の業務を市長
部局へ移管について意見を聴取してい
ます。
引き続き協議を進めるとともに、方針
がお示しできるようになった段階で、
自治会へお話しさせていただきます。

１４

・自治会長の個人情報について同意し
てサインしていますが、業者や警察か
ら直接連絡が来る前に、市から「誰か
ら連絡が来ます」と一報いただけない
か



【市長より】

　限られた時間ではありましたが、様々な貴重なご意見をいただきあ
りがとうございました。それぞれの課題については、すぐ出来るもの
はすぐに対応し、時間のかかってしまうものについてはできるだけ迅
速に取り組んでまいりたいと思います。
　出た中で大きな問題の一つが、環境の問題です。ゴミの収集、新た
な分別、マナーの問題など、そういった点はどうしたら良いか悩みが
多いところですが、行政と自治会で協力しながらやっていきたいと思
います。
　空地空家の問題もどの地域に行っても話が出ます。法制度でかなり
強化されてきてはいますが、それでもまだ十分にはいきません。ただ
従前と違って行政の権限が強くなってきているというのは制度的には
あります。必要な際にはご一報いただければ、できる限りの方策を
とっていきたいと思います。
　今年は特に異常気象により夏が暑かったことから、害虫や草が伸び
たと各地区で言われています。こういったことは地域の環境を守るこ
とが最優先ですので、予算が足りないからできないということではい
けないと思っています。今後の予算編成にしっかりと活かしていきた
いと思っております。　
　防災は、自治会にとっても一番大きなことです。災害対策をいかに
犠牲者を出さないためにやるか、一番大切なのは地域の共同体が助け
合うということが大事であると思っています。そのために様々な訓練
をしてきました。今回はブラインド形式で実施しましたが、なかかな
主旨が伝わってなかったんじゃないかと思います。主旨を踏まえた訓
練となっていれば、指示待ちでは無く、起きた事態に対応して行動す
るという訓練ができたんじゃないかと思います。避難タイムラインも
できましたので、今後の地域の避難訓練などが有効となるように活用
していただきたい。
　個人情報については、悪用しようとする方もいます。一方でしっか
りと共有しなければいざというときに対応できない。その両方をうま
く調整しながら、行政と自治会長さんで連携しながらやっていきたい
と思います。
　自治会長ワンストップ窓口を市民協働推進課に設置しています。な
んでもご連絡ください。そこから先は市民協働推進課で連絡を取った
りつなげていくシステムになっています。
　逆に市役所から発信するものについても一元化していきたいと思っ
ています。いろんなところから自治会長さんのところへ行かないよう
に管理していきたいと思っております。
　長い時間になりましたが、これから年末年始に向かいます。寒くな
りますし、これからいろんな行事が地域で行われます。自治会長さん
は大変忙しい時期を迎えることになる訳ですが、どうぞお身体を大事
にしていただき、市民のために活躍していただきたいと思います。本
日は大変ありがとうございました。


